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知的財産
活動の紹介

1．知的財産活動の紹介

　豊田合成グループは，「法律と契約を遵守することを前提に，豊田合成グループが協力しながら知的
財産活動を通して，お客様へ「安心」「安全」「快適」をお届けする」をポリシーに，①長期視点に基
づき，知的財産権の取得とその有効活用，管理を行う，②他社知的財産権の侵害を防止し，他社知的財
産権を尊重する，③継続的にエンジニアの知財スキルを向上しイノベーションを活性化する，を行動指
針としています．
　2020 年度には，日本で 213 件，日本以外で 149 件の特許が登録となりました．
　また，IP ランドスケープ※による知財情報・非知財情報の集約・分析を通じた事業の戦略へ向けた取
り組みを開始しました．今後は新事業企画／新製品企画などの，経営戦略の立案へ寄与する活動に取り
組みます．
　同時に，継続的な取り組みとして，各事業や開発プロジェクトに即した出願活動・特許保証活動，社
員教育を通じた人材の育成や知財意識の向上，などに取り組んでいます．

1 － 1．2020 年度までの登録件数

図－ 1　特許登録件数

206

245
218

180
213

198

157 150

190

149

0

50

100

150

200

250

300

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

件
数

年度

日本
日本以外

1 － 2．2020 年度末までの各年度末時点での保有権利数

図－ 2　保有特許件数（年度末時点）
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※ IP ランドスケープとは，経営戦略又は事業戦略の立案に際し，（1）経営・事業情報に知財情報を取り込んだ分析を実施し，
  （2）その結果（現状の俯瞰・将来展望等）を経営者・事業責任者と共有すること．（IP ランドスケープ推進協議会の定義による）
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 ［水素タンクに関するもの］
圧力容器

特　許　№　6575414
　発明者　草場幸助，光田　崇，木村健二

［発明の属する技術分野］
　本発明は，加圧物質を充填するための圧力容器
に関する．

［発明の概要］
　ライナー 2 は，口金 5 のフランジ部 52 の内側
面 53 の全周にわたって内側面 53 を被覆する被覆
部 21 を有する．
　フランジ部 52 の内側面 53 の被覆対向部 57 は，
保持溝 32 と，シール溝 33 とを有し，保持溝 32 は，
溝開口から溝底に向けてフランジ部 52 の径方向内
側に傾斜する方向に延設されており，シール溝 33 は，保持溝 32 の延設方向と異なる方向に延設されている．
　被覆部 21 は，保持溝 32 内に嵌入され保持溝 32 内において進退可能な保持リブ 22 と，シール溝 33
内に嵌入されたシールリブ 23 とを有する．

［発明の効果］
　部品点数を増加させることなく口金とライナーとの間のシール性を向上させた圧力容器を提供するこ
とができる．

2．保有知財権の紹介

　カーボンニュートラルに関係する豊田合成保有登録特許と商標からいくつかを紹介します．

2 － 1．特許

 ［リサイクル可能なエアバッグに関するもの］
エアバッグ

特　許　№　5201090
　発明者　成瀬元章，小林裕之，上代昌道

［発明の属する技術分野］
　本発明は，膨張用ガスを流入させて展開膨張す
るエアバッグに関する．

［発明の概要］
　エアバッグ 10 は，周壁 11 が，本体布 12 と本
体布の内周面 12a 側に部分的に重なって本体布に
結合される補助布 36 を備える．
　本体布と補助布とを構成する布帛 39 は，ポリ
アミド繊維から形成され，ポリアミド系エラスト
マーのエマルションを本体布に部分的に塗布して
乾燥させてなるコーティング層 32 が，本体布に
おける補助布を結合させる結合エリア 33 と，結合エリアを越える延設エリア 34 にわたって設けられる．
　コーティング層は，結合エリアにおいて接着剤 CA として使用され，ヒートシールにより補助布 36
を本体布 12 に接着させ，延設エリアにおいて本体布のガス漏れ防止用の保護膜 CP として，膨張用ガ
スに曝されるように露出されて配設される．

［発明の効果］
　ガス漏れ対策を施しても，極力，製造工数・コストや重量を低減させて，簡便に製造することができ，
さらに，リサイクルにも支障のないエアバッグを提供することができる．
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 ［低温架橋処理に関するもの（使用エネルギーの低減）］
ポリマーアロイ及びゴム製品並びにそれらの製造方法

特　許　№　5527253
　発明者　岩瀬直生，今井英幸，瀬尾明繁，
　　　　　近藤秀明，上遠野雄介

［発明の属する技術分野］
　本発明は，非共役二重結合を有する無極性ゴム
を変性させた変性ゴムを含むポリマーアロイ及び
そのポリマーアロイからなるゴム製品並びにそれ
らの製造方法に関する．

［発明の概要］
　芳香環にニトリルオキシド基が結合した芳香族
ニトリルオキシドのニトリルオキシド基のオルト
位に置換基を有する芳香族ニトリルオキシド誘導
体のニトリルオキシドで非共役二重結合を有する
無極性ゴムが変性された変性ゴムと極性ゴムとか
らなるポリマーアロイ．
　および，この無極性ゴムを変性ゴムに変性するステップは，0 ～ 180℃での反応であり，この変性ステッ
プと変性ゴムと極性ゴムとを混練する混練ステップとを備えたポリマーアロイの製造方法．

［発明の効果］
　耐油性を備え耐オゾン性（耐候性）が向上し，高い機械的強度（特に引張強度）を持つ，無極性ゴム
と極性ゴムからなるポリマーアロイ及びゴム製品を製造・提供ができる．製造工程を従来よりも低温で
実施することができる．

2 － 2．商標

　右図は，端材を再利用した製品に使用している商標（Re－S リーズ）です．
（製品に関しての詳細は，下記 URL をご覧ください．）
　https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/goods/
　登録商標 6399113 号：Re－S（文字商標）
　登録商標 6399114 号：右図に示されるマーク（図形商標）

 ［生分解性樹脂に関するもの］
ポリ乳酸系樹脂成型品

特　許　№　5233105
　発明者　中川博之，伊藤克志

［発明の属する技術分野］
　本発明は，生分解性樹脂であるポリ乳酸を含有するポリ乳酸系樹脂成形品に関する．

［発明の概要］
　ポリ乳酸系樹脂成形品は，ポリ乳酸系樹脂と結晶化度 20 重量％以下のポリプロピレンと変性エチレ
ン－α－オレフィン共重合体又は変性ポリオレフィンとを含むポリ乳酸系樹脂組成物で成形された成形
品．ポリ乳酸系樹脂の結晶化を促進する処理が施されている．
　ポリ乳酸系樹脂組成物はポリ乳酸系樹脂 90 ～ 10 重量部に対し結晶化度 20 重量％以下のポリプロピ
レンが 10 ～ 90 重量部配合されていて，ポリ乳酸系樹脂及び結晶化度 20 重量％以下のポリプロピレン
の合計 100 重量部に対し変性エチレン－α－オレフィン共重合体又は変性ポリオレフィンが 1 ～ 20 重
量部配合されている．

［発明の効果］
　耐熱性及び柔軟性がともに高いポリ乳酸系樹脂成形品を提供することができる．


